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平成30年度を振り返って

本号では平成30年度の事業内容と民間発掘会

社によって行なわれた調査の成果についてご報

告します。

発掘調査

発掘調査は市内遺跡発掘調査として13遺跡17

地点での確認調査，民間開発を原因とした５遺

跡５地点での本調査が行なわれました。個々の

調査概要は第１表・第２表をご覧ください。

整理作業

整理作業では平成29年度に実施した市内遺跡

確認調査12遺跡13地点の本整理，平成29～30年

度にかけて調査が行なわれた神
いものくぼてらだい

久保寺台遺跡

ｃ地点，そして平成30年度に行なわれた南
なんかいどう

海道

遺跡ｃ地点と大
おおやま

山遺跡ｄ地点の本整理が行なわ

れ、それぞれ発掘調査報告書が刊行されまし

た。以下で特筆すべき成果などについて触れて

いきたいと思います。

麦丸宮前上遺跡ｅ地点では縄文時代，弥生時

代，奈良・平安時代といった幅広い時代の遺構・

遺物が発見されました。その中でもとくに注目

したいのは縄文時代草創期 ( およそ11,500 ～

16,500年前 ) の可能性がある土器や石器が確認

されたことです。これまで八千代市ではこの年

代の遺跡は確認されておらず，八千代市で最も

古い縄文時代の遺跡となる可能性があります。

神久保寺台遺跡ｃ地点では，城跡に付属する

巨大な堀跡が確認されました。以前の調査でも

第１図　遺跡の位置
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第２図　神久保寺台遺跡ｃ地点全景



遺跡名 ・地点 調査期間 調査面積 調査概要 備考

保
ほしなみなみ

品南遺跡ｃ地点 4.17 ～ 4.24 46 ㎡ /453.51 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： 縄文土器， 弥生土器， 奈良 ・ 平安時代土師器

川
かわさきやま

崎山遺跡ｕ地点 4.19 ～ 4.24 22 ㎡ /218.1 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： 縄文土器

南
なんかいどう

海道遺跡ｃ地点 5.15 ～ 5.21 64 ㎡ /574 ㎡

遺構：縄文時代土坑１基， 古墳時代竪穴建物跡２棟， 奈良・
 　平安時代竪穴建物跡１棟 ・ ピット８基
遺物：縄文土器， 古墳時代土師器， 奈良・平安時代土師器・
　 須恵器， 中近世陶磁器

本調査へ

島
し ま だ こ め

田込の内
う ち

遺跡ｅ地点 5.24 ～ 7.12 639 ㎡ /7926.83 ㎡
遺構 ： 縄文時代竪穴建物跡１棟 ・ 炉穴１基， 奈良 ・ 平安時 
　 代竪穴建物跡 19 棟 ・ 掘立柱建物跡３棟， 時期不明溝２条
遺物 ： 縄文土器， 奈良 ・ 平安時代土師器 ・ 須恵器

大
おおやま

山遺跡ｄ地点 6.5 ～ 6.18 323.2 ㎡ /2959.06 ㎡
遺構 ： 弥生時代竪穴建物跡１棟
遺物 ： 縄文土器， 弥生土器

本調査へ

池
いけ

の台
だい

遺跡ｉ地点 6.27 ～ 7.20 178 ㎡ /1833.59 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： 縄文土器， 奈良 ・ 平安時代土師器 ・ 須恵器

米
よ な も と

本城跡ａ地点 6.29 ～ 7.17 149 ㎡ /1802.69 ㎡
遺構 ： 中近世土塁１条
遺物 ： 中近世陶磁器

本調査へ

米
よ な も と

本城跡ｂ地点 7.19 ～ 7.27 120 ㎡ /1274.22 ㎡
遺構 ： 中近世土塁１条 ・ 土坑１基
遺物 ： 中近世陶磁器

白
しらはたまえ

幡前遺跡ｇ地点 8.3 ～ 8.10 48 ㎡ /428.71 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

川
かわさきやま

崎山遺跡ｖ地点 9.11 ～ 9.13 32 ㎡ /357.51 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

高
た か つ し ん で ん

津新田遺跡ｆ地点 10.18 ～ 11.6 564 ㎡ /7690 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

白幡前遺跡ｈ地点 11.22 ～ 12.3 72 ㎡ /712 ㎡
遺構 ： 古墳時代竪穴建物跡４棟
遺物 ： 縄文土器， 縄文時代石器， 古墳時代土師器， 奈良 ・
　 平安時代土師器 ・ 須恵器

平成31年度本

調査へ

新
しんばやし

林遺跡ｉ地点 11.26 ～ 12.7 115.2 ㎡ /1260 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

高
た か つ う め や し き

津梅屋敷遺跡ｅ地点 12.17 ～ 12.25 75.2 ㎡ /889.72 ㎡
遺構 ： なし
遺物 ： なし

逆
さかさ

水
みず

遺跡 j 地点 1.15 ～ 1.23 160 ㎡ /1585.85 ㎡
遺構 ： 弥生時代竪穴建物跡１棟， 奈良 ・ 平安時代竪穴建物
　 跡１棟， 中近世土坑 1 基 ・ 溝跡２条
遺物 ： 縄文土器， 奈良 ・ 平安時代土師器， 中近世陶磁器

令和元年度本
調査へ

川崎山遺跡ｗ地点 2.12 ～ 2.20 140 ㎡ /1393.54 ㎡
遺構 ： 近世 ・ 近代溝跡２条
遺物 ： 縄文土器， 古墳時代土師器

麦
むぎまるみやまえかみ

丸宮前上遺跡ｆ地点 3.11 ～ 3.18 131 ㎡ /1525.04 ㎡
遺構 ： 縄文時代土坑２基， 古墳時代竪穴建物跡１棟
遺物：縄文土器， 古墳時代土師器， 奈良・平安時代土師器・
　 須恵器

遺跡名 ・地点 調査期間 調査面積 調査概要

神
い も の く ぼ て ら だ い

久保寺台遺跡ｃ地点 4.5 ～ 4.26 296.5 ㎡ （上層）
遺構 ： 縄文時代陥

おと

し穴１基， 中世堀跡１条 ・ 土坑２基
遺物 ： なし

南海道遺跡ｃ地点 7.24 ～ 8.30 308.5 ㎡ （上層）

遺構 ： 古墳時代竪穴建物跡３棟， 奈良時代竪穴建物跡１棟 ・ ピット 12 基 ・
　 掘立柱建物跡１棟
遺物 ： 縄文土器 （前中期）， 古墳時代土師器 ・ 石製模造品， 奈良 ・ 平
　 安時代土師器 ・ 　須恵器

米本城跡ａ地点 9.11 ～ 10.1 260 ㎡ （上層）
遺構 ： 中近世土塁１基 ・ 溝跡１条
遺物 ： 中近世陶磁器

大山遺跡ｄ地点 9.13 ～ 10.12 172 ㎡ ( 上層 )
遺構 ： 弥生時代後期竪穴建物跡２棟
遺物 ： 縄文土器， 弥生土器 ・ 土製品， 奈良 ・ 平安時代土師器 ・ 須恵器

持
も ち だ

田遺跡ｅ地点 12.11 ～ 2.25 582.56 ㎡ （上層）
遺構 ： 縄文時代陥し穴１基 ・ 土坑２基， 奈良 ・ 平安時代竪穴建物跡４棟 ・
　 掘立柱建物跡４棟 ・ 土坑 24 基， 時期不明溝跡１条
遺物 ： 縄文土器， 奈良 ・ 平安時代土師器 ・ 須恵器

第１表　平成30年度に市内所在遺跡で行なわれた確認調査一覧

第２表　平成30年度に市内所在遺跡で行なわれた本調査一覧

書名 主な内容

千葉県八千代市　 神久保寺台遺跡ｃ地点
遺構 ： 縄文時代陥し穴１基， 中世堀跡１条 ・ ピット２基
遺物 ： なし

千葉県八千代市　 麦丸宮前上遺跡ｅ地点発掘調査報告書

遺構：縄文時代土坑 12 基， 弥生時代竪穴建物跡４棟・ピット６基， 古墳時代竪穴建物跡２棟，
　 奈良・平安時代竪穴建物跡５棟・掘立柱建物跡１棟・溝状遺構１条， 中近世溝状遺構２条・
　 土坑 37 基 ・ ピット９基 ・ 焼土跡１基
遺物 ： 縄文土器 ・ 土製品 ・ 石器， 弥生土器 ・ 土製品 ・ 石製品， 古墳時代土師器 ・ 土製品 ・
　 石製品， 奈良 ・ 平安時代土師器 ・ 須恵器， 中近世陶磁器

千葉県八千代市　 大山遺跡ｄ地点
遺構 ： 弥生時代竪穴建物跡２棟
遺物 ： 縄文土器， 弥生土器， 奈良 ・ 平安時代土師器 ・ 須恵器

千葉県八千代市 　南海道遺跡ｃ地点
遺構 ： 古墳時代竪穴建物跡３棟， 奈良時代竪穴建物跡１棟 ・ ピット12基 ・ 掘立柱建物跡１棟
遺物 ： 縄文土器 （前中期）， 古墳時代土師器 ・ 石製模造品， 奈良 ・ 平安時代土師器 ・ 須
　 恵器

第３表　平成30年度に刊行された市内所在遺跡の報告書一覧（１）



第３図　平成30年度に刊行された報告書掲載遺物
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書名 主な内容

千葉県八千代市　市内遺跡発掘調査報告書　平成30年度

小板橋遺跡 j 地点，殿内遺跡ｆ地点（2 次），殿内遺跡ｇ地点，麦丸宮前上遺跡ｅ地点，浅間内

遺跡 c 地点，大山遺跡ｃ地点，神久保寺台遺跡ｃ地点，持田遺跡ｅ地点，新林遺跡ｈ地点，高

津宮ノ前遺跡ｂ地点，北裏畑遺跡ｈ地点，高津新山遺跡ｅ地点，新田台遺跡ａ地点

第４表　平成30年度に刊行された市内所在遺跡の報告書一覧（２）
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第４図　「平沢遺跡出土土器から見る弥生時代

の交流」のポスター

第５図　「八千代市にやってきた旧石器時代の

人々」のポスター

城跡に付随する可能性がある盛土や区画溝が確

認されていましたが，断片的な調査に留まって

いたため，城跡である確証を得られていません

でした。しかし，城跡に付属すると考えざるを

えない規模の堀跡が今回調査されたことで，過

去の調査で確認された遺構は城跡に付随するも

のであると確定させることができました。

南海道遺跡ｃ地点では古墳時代や奈良時代と

考えられる竪穴建物跡や掘立柱建物跡，そして

土器などが確認されました。さらに，作りかけ

の石製の祭り道具 (「石
せき

製
せい

模
も

造
ぞうひん

品」と言います )

が発見されたことから，この遺跡に石製模造品

を作る工房があったことも明らかになりまし

た。八千代市ではこうした工房跡が多く発見さ

れており，石製模造品製作が活発な地域であっ

たと考えられます。

大山遺跡ｄ地点では弥生時代後期の竪穴建物

跡２棟と良好な弥生土器が多数発見されまし

た。

普及・啓発事業

出土文化財展示会「平沢遺跡出土土器から見

る弥生時代の交流」を平成30年４月７～８日の

期間でオーエンス八千代市民ギャラリーにて開

催しました。また，平成30年11月10～12日の期

間で勝田台ステーションギャラリー，平成31年

２月23～24日の期間で緑が丘公民館にて出土文

化財展示会「八千代市にやってきた旧石器時代

の人々」をそれぞれ開催し，多くの市民の方々

に八千代市内で出土した文化財をご覧いただき

ました。


